
 

 

 

 

 

卒業までに身につけるべき能力 学位授与方針／ディプロマ・ポリシー 
 

〈フロンティアバイオサイエンス学科〉 

本学科では、生命科学領域の基本から実践に至る知識と技術を修得し、食品、エネルギー、環境

保全、分析化学、化学工業、バイオ、医療、ITなどの産業に係わる企業、大学、国公立機関などで

活躍できる人材の育成を教学の目標に据えています。これらの教育目標のもとに開講された科目の

履修とその教育目標を達成し、学科が規定する所定単位の取得をもって、学士の学位を授与します。

卒業までに身につけるべき資質・能力は以下のとおりです。 

 

1）広い教養とフロンティアバイオサイエンスに関する専門知識・技術、データサイエンスに対す

る理解力を兼ね備え、社会のリーダーとして産業の振興および学術文化の発展に寄与できる。 

2）高度情報化社会に適応できる情報解析力と国際化に対応できる語学力を持つ。 

3）生命への畏敬の念と倫理観を持つ。 

4）主体的に学び、自ら課題を発見し、その解決法を導き出す思考力を持つ。 

5）他者と意思を疎通し、協力して物事にあたる行動力を持つ。 

 

 

〈フロンティアバイオサイエンス学科 臨床検査学コース〉2022年度以降の入学生 

 臨床検査学コースでは、幅広いバイオサイエンスとバイオテクノロジーの知識と技術を基盤とし

て、基礎から先端までの臨床検査学に関する専門知識と技術を学ぶことで、サイエンスイノベーシ

ョンにより大きく発展する臨床検査学分野を担っていける人材を育成することを教学の目標とし

ています。これらの教育目標のもとに開講された科目を履修し、各科目の教育目標を達成し、学科

が規定する所定単位の取得をもって、学士の学位を授与します。卒業までに身につけるべき資質・

能力は以下のとおりです。 

 

1）広い教養を持ち、バイオサイエンス、臨床検査学に関する専門知識・技術、データサイエンス

に対する理解力を兼ね備え、社会のリーダーとして産業の振興および学術文化の発展に寄与でき

る。 

2）高度情報化社会に適応できる情報解析力と国際化に対応できる語学力を持つ。 

3）生命への畏敬の念と倫理観、地球環境への洞察力を持ち、臨床検査学を必要としている人に寄

り添える感性を有している。 

4）主体的に学び、自ら課題を発見し、その解決法を導き出す思考力を持つ。 

5）他者と意思を疎通し、協力して物事にあたる行動力を持つ。 

ディプロマ・ポリシー（バイオサイエンス学部）2023年度〜2019年度の入学生 



〈フロンティアバイオサイエンス学科 臨床検査学コース〉2019年度〜2021年度の入学生 

臨床検査学コースでは、バイオサイエンスに対する深い洞察力とデータサイエンス生物学の知識

を基盤として、臨床検査に関する専門知識、技術、高い倫理観を有する、新しい時代に対応した臨

床検査技師を育成することを教学の目的とします。これらの教育目標のもとに開講された科目を履

修し、各科目の教育目標を達成し、学科が規定する所定単位の取得をもって、学士の学位を授与し

ます。卒業までに身につけるべき資質・能力は以下の様になります。 

 

1）臨床検査技師国家資格を取得できる学力を身につけている。 

2）生物データサイエンスを含むバイオサイエンスに対する深い洞察力を有する。 

3）チーム医療を理解し、他の医療職と円滑に連携して医療に貢献出来る能力を身に付けている。 

4）高度情報化社会に適応できる情報解析力と国際化に対応できる語学力を持つ。 

5）生命への畏敬の念と倫理観に加え、病める人の気持ちに寄り添える感性を有している。 

6）主体的に学び、自ら課題を発見し、その解決法を導き出す思考力を持つ。 

7）他者と意思を疎通し、協力して物事にあたる行動力を持つ。 

 

 

〈メディカルバイオサイエンス学科〉 

メディカルバイオサイエンス学科では、基本から実践に至るメディカルバイオサイエンスの知識

と技術を修得し、医薬品、医用機器、臨床分析、化学、IT、臨床検査などの産業に係わる企業、大

学、病院、国公立機関などにおいて社会のリーダーとして活躍できる人材の育成を教学の目標に据

えています。これらの教育目標のもとに開講された科目の履修とその教育目標を達成し、学科が規

定する所定単位の取得をもって、学士の学位を授与します。卒業までに身に付けるべき資質・能力

は以下のとおりです。 

 

1）広い教養とメディカルバイオサイエンスに関する専門知識・技術、データサイエンスに対する

理解力を兼ね備え、社会のリーダーとして産業の振興および学術文化の発展に寄与できる。 

2）高度情報化社会に適応できる情報解析力と国際化に対応できる語学力を持つ。 

3）生命への畏敬の念と倫理観、地球環境への洞察力を持つ。 

4）主体的に学び、自ら課題を発見し、その解決法を導き出す思考力を持つ。 

5）他者と意思を疎通し、協力して物事にあたる行動力を持つ。 

6）広い教養とフロンティアバイオサイエンスに関する専門知識・技術、データサイエンスに対す

る理解力を兼ね備え、産業の振興および学術文化の発展に寄与できる。 

 

 

〈アニマルバイオサイエンス学科〉 

 アニマルバイオサイエンス学科では、アニマルバイオサイエンス領域の基本から実践に至る知識

と技術を修得し、食品、医薬、畜産、愛玩動物、環境保全などの産業に係わる企業、大学、国公立



機関などで社会のリーダーとして活躍できる人材の育成を教学の目標に据えています。これらの教

育目標のもとに開講された科目の履修とその教育目標を達成し、学科が規定する所定単位の取得を

もって、学士の学位を授与します。卒業までに身につけるべき資質・能力は以下のとおりです。 

 

1）広い教養とアニマルバイオサイエンスに関する専門知識・技術、データサイエンスに対する理 

解力を兼ね備え、社会のリーダーとして産業の振興および学術文化の発展に寄与できる。 

2）高度情報化社会に適応できる情報解析力と国際化に対応できる語学力を持つ。 

3）生命への畏敬の念と倫理観を持つ。 

4）主体的に学び、自ら課題を発見し、その解決法を導き出す思考力を持つ。 

5）他者と意思を疎通し、協力して物事にあたる行動力を持つ。 


